
排水弁施工説明書（交換要領）

製品の機能が十分発揮できるように、この施工説明書の内容にそって正しく取りつけてください。

取付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

㈰止水栓を閉めてください。

　（マイナスドライバーで右に回す）
㈪タンク内の水を流してください。

1

タンクふた(手洗鉢)と、カバーを外す。

垂直に持ち上げてください。

㈪垂直に持ち上げる

〈小側〉 〈大側〉

㈰フックの両端を

　つまむ

㈰ピンを上方に外す。

㈪レバーを矢印の

　方向に引き抜く。

㈪垂直に持ち上げる

㈰フックバーに

　指をかける

排水弁(小側) 排水弁(大側)

フックバー
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2

排水弁をレバー・ピンごと取り外す。

(イラストは右ハンドル用です）

㈰排水弁の外し方 ㈪レバーとピンの外し方

3

カバー

ピン

レバー

タンクふた(手洗鉢)

ピン
レバー



6
カバーとタンクふたを元に戻す。

レバー・ピンの取付け

大側バルブ

小側バルブ

7
㈰止水栓を開きます。

㈪2～3度操作して、漏水等の異常がないことを確認してください。

㈫正常に作動しない場合には、玉鎖のたるみが1～2玉ぐらいになるように調節して下さい。

再生紙を使用しています。

4
前記 3 と逆の手順で排水弁とレバーを再度取り付けてください。

5

玉鎖を適切な長さで取付ける

玉鎖が交差したり、絡んだりしないよう十分注意してください。

洗浄不良となることがあります。

大側バルブの玉鎖につながっているクリップはレバーの大側へ

小側バルブの玉鎖につながっているクリップはレバーの小側へ

それぞれ引っかけて下さい。

玉鎖の適切な長さ：排水バルブが閉まっている状態で少したるむ程度

レバーの穴に

クリップを差し込む

クリップ

大側小側

小側バルブへ 大側バルブへ


